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令和４年４月２６日（火） 

浜松市立都田小学校                 



令和４年度 第 1 回 浜松市立都田小学校運営協議会 

 

日時 令和４年４月２６日（火） 

                     １３：３０～１５：３０ 

会場 浜松市立都田小学校 会議室 

 

 

＜ 次 第 ＞ 

                                 

１ 挨拶・日程説明 １３：３５～１３：４５（校長、教頭） 

２ 授業参観    １３：４５～１４：０５ 

３ 授業参観の感想 １４：１０～１４：２０（司会：教頭）        

４ 協 議      １４：２０～１５：３０ 

 (1) 開会の挨拶（小林会長）            

(2) 校長挨拶  （校長）                  

 (3) 任命書伝達（小林会長）          司会：(1)～(5) 教頭        

 (4) 会長の選出 

  ・新会長挨拶 

 (5) 議長の選出 

  (6) 熟議、承認                

・学校運営の基本方針について（校長） 

  (7) 連絡事項 （教頭）            司会：(6)～(8) 議長 

・夢育やらまいか事業に対する意見書の確認   

   ・第２回の議長選出 

  (8) 閉会    

 

今後の学校運営協議会開催予定  

６月１５日（水） 第２回学校運営協議会 １３：３０～１６：００ 

【研究授業の参観と事後研修会への参加】 

１２月１３日（火） 第３回学校運営協議会 １３：３０～１５：００ 

 【学校評価から見えた課題への対応策の検討】 

 ２月１７日（金） 第４回学校運営協議会 １０：１５～１２：１５ 

 【６年生を送る会参観と R5 学校経営構想の承認】 
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４／２６（火）　５校時　　参観授業について

授業一覧

学年 担　任 教　科　等 場　所

１年 船木華名子 （下校） —

２年 池谷裕太郎 国語科 ２年　教室

３年 杉山　幸子 算数科 ３年　教室

４年 鈴木　孝雅 国語科（自習） ４年　教室

５年 浅井　愛架 外国語科 ５年　教室

６年 鈴木　葉月 社会科 ６年　教室

校舎案内図

４F

6年１組 ５年１組 ４年１組

社会科 外国語科 （自習）

３F

会議室

２年１組 ３年１組 全体会

国語科 算数科

２F

理科室 １年１組

１F

雑　庫 体育館職員玄関

家庭科室
プレイルーム 保健室 児童昇降口

放課後

児童会室

図書室
放送 校長室 職員室

音楽室 多目的室

図工室
パソコン室

-2-



-3-



1

令和4年度 第1回学校運営協議会
学校運営の基本方針

国の動き、浜松市の計画について
学習指導要領 総則では

予測困難な社会の変化に主体的に関わり、
感性を豊かに働かせながら、
どのような未来を創っていくのか、
どのように社会や人生をよりよいものにしていくのか、

自ら考え、自らの可能性を発揮し
よりよい社会 幸福な人生の創り手となる力

国の動き、浜松市の計画について
学習指導要領 総則では
①生きて働く「知識・技能」の習得
②未知の状況にも対応できる
「思考力・判断力・表現力」
③学びを人生や社会に生かそうとする
「学びに向かう力・人間性の涵養」

国の動き、浜松市の計画について
第3次浜松市教育総合計画

後期計画3年目
浜松市では
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2

か
か
わ
り

今学んだこと

地域や社会のひと・もの・こと

教科の学習

教科の学習

自分の将来

自分の生き方

別の教科の学習

行事・特別活動

４／２１（木）学習オリエンテーションの実施

教師と子供たちが共有する
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（様式１） 

令和 ４年 ４月２６日  

 

浜松市立都田小学校 

夢をはぐくむ学校づくり推進協議会 

代表 小林 宗吉 様 

 

浜松市立都田小学校運営協議会 

会長 ○○ ○○ 

 

夢育やらまいか事業に対する意見書 

 

 令和４年４月２６日に開催した学校運営協議会において、下記の意見を議決

しましたので報告します。 

 

記 

 

１ 学校運営の基本方針を具現化するための意見 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

① 河西訓導の教えであり、学校教育目標にも掲げられている「命の尊厳」を 

学ぶために、一人一鉢栽培を行うべきである。 

  ⇒ 一鉢栽培棚を設置し、児童が毎日世話をする。 

 

② 地域に愛着と誇りをもってもらうため、地域の伝統芸能である「滝沢の放 

歌踊り」を継承すべきである。 

  ⇒ 必要な道具（コロナ対応を含める）を整備する。 

  ⇒ 演奏指導できる人を招聘し、練習（クラブ）を開催する。 
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